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四万十川における水害の特徴

○四万十川下流部の平地では、四万十川の計画高水位より堤内地盤高が低いため、堤防が決壊した場合には

甚大な被害が発生する危険性を有している。

○四万十川の氾濫特性は、山付や支川の堤防等によって閉鎖された地形で、河川から氾濫した洪水流が貯留

し、浸水深が深く、浸水時間が長時間におよぶことにある。

○また、支川後川や中筋川が合流する下流の平野部では、低平地が拡がり、洪水時には四万十川本川の背水

の影響を受けやすく、内水被害が発生しやすい状況となっている。

中村平野と洪水時における四万十川の水面との関係（Ａ－Ａ‘断面）
（地盤標高と計画高水位との比較）

横瀬川ダム（建設中）

中筋川ダム

後
川
↓

■具同（基準地点）

■秋田（基準地点）

■磯ノ川（基準地点）

具同地区

四万十市街
（中村地区）

支川中筋川の河床勾配は1/8000と極端に緩いため、四万十川本川の
背水の影響を受けやすい
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古津賀地区



減災のための目標（案）
■四万十川下流部は、山付や支川の堤防等によって閉鎖された地形で、河川から氾濫した洪水流が貯留し、浸水深が深く、浸

水時間が長時間におよぶ特徴がある。
■支川後川や中筋川では、内水氾濫による道路冠水のため、避難行動及び水防活動等に支障を与える恐れがある。

■四万十川では、上下流及び左右岸バランスを考慮しながら堤防整備を実施しているため、無堤地区や計画断面に対して高さ
や幅が不足している堤防が存在している。

■堤防整備によって守られている中村・具同・古津賀地区では、宅地や大規模店舗の出店等、市街化が進み人口・資産が集中
しているため、大規模な浸水被害が発生した場合、四万十市の社会経済活動が長期にわたり停止する。

■浸水区域には、基幹交通、緊急輸送道路である国道５６号があり、災害復旧に対して早期の道路機能の回復が必要となる。
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逃げ遅れゼロ

社会経済被害
の最小化

■四万十川、後川、中筋川からの越流氾濫や内水氾濫を考慮し、命を守る行動として
水害から逃げる。

■既に起こった水害から迅速な排水活動等を実施し、基幹交通である国道５６号の機
能を早期に回復させるとともに、早期に日常生活を取り戻す。

四万十市具同地区
四万十川橋

平成26年6月中筋川内水氾濫
凡 例

浸水想定区域
基幹交通施設



減災のための目標（案）

■５年間で達成すべき目標（事務局案）

氾濫が貯留する閉鎖型地形の特徴を踏まえ、四万十川で想定
しうる大規模水害に対し「逃げ遅れゼロ」「社会経済被害の最小
化」を目指す

■上記目標達成に向けた３本柱の取り組み

１．逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のための取り組み

２．洪水氾濫による被害の軽減、避難時間の確保のための水防活動等の
取り組み

３．社会経済活動の回復を可能とするための排水活動等の取り組み

四万十川において再度災害防止を目的として河川管理者が実施する堤防整備等の洪水を河川内で安全に流す対策に加え、
以下の取組を実施。

※閉鎖型地形の特徴・・・山付けや支川の堤防等によって閉鎖された地形で、河川から氾濫した洪水流が貯留し、浸水深が深
く、浸水時間が長時間におよぶ

※大規模水害・・・想定しうる最大規模の降雨に伴う洪水氾濫による被害
※逃げ遅れゼロ・・・ハード対策、ソフト対策を実施することによって洪水氾濫に対して安全な場所に逃げることができる状態
※社会経済被害の最小化・・・大規模水害による社会経済被害を軽減し、早期に再開できる状態
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目標達成に向けた主な取組内容（案）について
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１．避難行動のための取り組み
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１）情報伝達、避難計画等に関する事項
①タイムライン（案）のブラッシュアップと継続した検討
②氾濫が発生した場合の浸水区域として対象となる地区名まで表示した洪水予報文の改良

③想定最大外力（想定し得る最大規模の降雨による水害）及び大規模水害を対象とした浸水想定区域図及び氾濫シミュレー
ションの公表

④大規模水害を対象とした広域避難計画の策定及び避難場所の設定

⑤住民の避難行動を促し、迅速な水防活動を支援するため、スマートフォンを活用したリアルタイムの情報提供やプッシュ型
情報の発信

２）平時から住民等への周知・教育・訓練に関する事項
①想定最大外力（想定し得る最大規模の降雨による水害）及び大規模水害を対象とした浸水想定区域図及び氾濫シミュレー
ションの公表（再掲）

②想定最大外力（想定し得る最大規模の降雨による水害）及び大規模水害を対象とした洪水ハザードマップの策定
③首長も参加した出水時の対応を確認するセミナー及び洪水リスクが高い区間についての共同点検
④要配慮者施設における避難計画の策定及び訓練の促進
⑤効果的な「水防災意識社会」再構築に役立つ広報や資料を作成
⑥小中学校における水災害教育を実施

⑦住民の避難行動を促し、迅速な水防活動を支援するため、スマートフォンを活用したリアルタイムの情報提供やプッシュ型
情報の発信（再掲）

⑧ダム操作に関する地元関係者への周知

（３）円滑かつ迅速な避難に資する施設整備に関する事項
①住民の避難行動を促し、迅速な水防活動を支援するため、スマートフォンを活用したリアルタイムの情報提供やプッシュ型
情報の発信（再掲）

②円滑かつ迅速な避難に資する施設（ハード）整備



２．水防活動等の取り組み
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１）水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する事項
①水防団等への連絡体制の再確認と伝達訓練を実施
②洪水リスクの高い区間について住民や水防団等と共同点検
③水防団の円滑な水防活動を支援するため重要水防箇所の見直し
④自主防災組織等の水防活動への参画を促進し、関係機関が連携した水防訓練の実施
⑤円滑かつ迅速な避難に資する施設（ハード）整備（再掲）

⑥住民の避難行動を促し、迅速な水防活動を支援するため、スマートフォンを活用したリアルタイムの情報提供やプッシュ型
情報の発信（再掲）

⑦ダムの危機管理型の運用方法の検討

２）要配慮者施設や大規模工場等の自衛水防の推進に関する事項
①住民の避難行動を促し、迅速な水防活動を支援するため、スマートフォンを活用したリアルタイムの情報提供やプッシュ型
情報の発信（再掲）

②要配慮者施設における避難計画の策定及び訓練の促進（再掲）

３．排水活動等の取り組み

①氾濫水を迅速に排水するため、排水施設情報の共有・排水手法等の検討を行い、大規模水害を想定した排水ポンプ車の
配置計画の策定

②関係機関と連携した排水訓練の実施
③排水施設の耐水化、庁舎の耐水対策



１．避難行動のための取り組み

①情報伝達、避難計画等に関する事項

・広域避難計画の策定及び避難場所の設定やタイムライン（案）の継
続した検討の実施 など

渡川流域を対象としたタイムライン検討会 7



１．避難行動のための取り組み

②平時から住民等への周知・教育・訓練に関する事項

・首長も参加した出水時の対応を確認するセミナー及び洪水リスクが高
い区間についての共同点検や小中学校における水災害教育の実施
など

洪水リスクが高い区間についての共同点検
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小学生への防災教育の実施



１．避難行動のための取り組み

③円滑かつ迅速な避難に資する施設整備に関する事項

・無堤地区における堤防整備及び横瀬川ダム建設の推進やパソコン、
スマートフォンを活用したリアルタイム情報の提供 など

四万十川管内５箇所において、１０分
毎の静止画をホームページで提供

スマートフォン版の川の
防災情報においても１０
分毎の静止画を配信
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２．水防活動等の取り組み

①水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する事項

・洪水リスクが高い区間について消防団等と共同点検や関係機関が連
携した水防訓練の実施 など

10水防訓練の実施



２．水防活動等の取り組み

②要配慮者施設や大規模工場等の自衛水防の推進に関する事項

・要配慮者施設における避難計画の策定及び訓練の促進 など

出典：四万十市地域防災計画（一般災害対策編）
（平成２７年３月一部修正） 四万十市防災会議
Ｐ２５～２７
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３．排水活動等の取り組み

・排水ポンプ車の配置計画の策定や関係機関と連携した排水訓練の実
施 など

排水ポンプ車設置訓練

12


